
日時 ：2016年10月27日（木）13:00～15:00

13:00～山形政昭氏によるお話し

14:00～綿業会館内見学ツアー

15:00～「船場」の近代建築自由見学

場所 ：大阪綿業会館7階本館大会場

主催 ：公益社団法人 日本建築家協会

参加費：無料（申込先着50人まで）

「船場」に生きる近代建築～山形政昭氏のお話しと綿業会館見学会 10.27(Thu)

詳細 ①大阪綿業会館外観 ②大阪綿業会館ロビー ③生駒時計店 ④芝川ビル

大阪には近代の名建築が数多くあります。そしてそれらがある

ことで幾重にも歴史が重なりあった町のおもしろみを感じることが

できます。ここでは建築史家の山形政昭氏をお迎えし国の重要

文化財に指定されている綿業会館をはじめとする船場に生きる

近代建築のお話しをお聞きいたします。その後「船場」の代表的

近代建築である綿業会館の建物内を見学していただきます。

これまで繋いできた大阪の近代建築遺産。これらを将来へいか

に繋ぎ、活かしていくのか。これらのテーマはこの後つづく大会

のシンポジウムにも引き継がれていきます。

山形政昭 氏

大阪芸術大学建築学科・大学院芸術文化研究科教授
1949年大阪生まれ。京都工芸繊維大学建築学科卒業、同大学院
修士課程修了、工学博士。大阪芸術大学建築学科・大学院芸術
文化研究科教授。関西学院総合政策学科非常勤講師。
専門分野は建築歴史、建築計画。
とりわけウィリアム・メレル・ヴォーリズの建築と、関西の建築家
、近代建築に関心があり調査研究を行う。

■主な著書・論文
『近代建築ガイドブック・関西編』共著 鹿島出版会 1984年
『ヴォ－リズの住宅』 住まいの図書館出版局 1988年
『ヴォ－リズの建築』 創元社 1989年
『モダン・シティ・京都』共著 淡交社 1989年
『ウィリアム・メレル・ヴォ－リズの建築をめぐる研究』学位論文 1993年
『近代建築物の保存と再生』共著 都市文化社 1993年
「大阪市中央公会堂の建築」大阪芸術大学紀要『藝術 22』 1999年
『ヴォーリズの西洋館』淡交社2002年、「大阪市中央公会堂の建築」『重要文化財
大阪市中央公会堂保存･再生工事報告書』大阪市 2003年
「近代大阪の建築遺産」『大阪府の近代化遺産』大阪府2007年
『ヴォーリズ建築の100年』（監修及び分担執筆）創元社2008年
「和歌山県の近代建築」『和歌山県の近代化遺産』和歌山県教育委員会 2007年
『琴ノ浦 温山荘園 建築調査報告書』財．琴ノ浦温山荘園 2009年
『神戸女学院岡田山学舎の建築－歴史調査報告書』2013年

■学会・社会活動
日本建築学会・意匠学会・建築史学会・日本建築協会 会員

、大阪府文化財保護審議会委員（1998～2008）・富田林市文化財保護審議会委員
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